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＜連絡事項＞
・緑の薬剤破棄伝票は水色の伝票に変更になり、破棄だけでなくアンプルを破損した際等にも使用するものになっています。
＜隔離患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施中。開放観察中の易怒性や興奮・過度な要求なく、落ちついて過ごしている。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。

・竹内　功様～終日隔離中。服薬の拒否あるが、食事摂取は出来ている。些細なことでの易怒性見られ、対面した担当医やスタッフに対して不機嫌となっている。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。

・中居　松男様～終日隔離中。本日より開放観察開始となっている。食事は途中から介助し、各食1/3ずつ摂取している。自室では臥床している事多く、多動性は見られず。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
・小林　浩哉様～終日隔離中。夜間は不眠で経過し、柵を登ろうとする行為や両手を上げる等の奇異行為見られ、落ち着きなく経過している。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。食事摂取時、流涎みられ食べこぼし多く見られる。自室内では落ち着きなく徘徊見られている。引き続き、精神症状の観察を行い、必要な日常生活援助を行っていく。
＜要注目患者様＞
・宮地　久美子様～易怒性や興奮なく、他者トラブルなく経過している。比較的、落ち着いて過ごしている。

・柿本　榮子様　～ユニット内を歩き回り、独語しながら拝む行為見られている。引き続き、精神症状の観察を行っている。

・巴　勇樹　様　～Aユニットにて過ごしている。興奮や粗暴性なく、他者の私物をとることなく経過している。西病棟での行為については「わからない。とっちゃうんだよ。」と頭を抱えて話している。引き続き、他者トラブルの内容日常生活援助を行っていく。

・鳥谷部　洋次様～酸素10L流入にて酸素飽和濃度90％前半で経過する。酸素マスクを自ら外す事があり、酸素飽和濃度80％台へ低下する事見られる。体温は37.0～37.4℃。拡張期血圧48mmHgと低値で経過している。本日、喀痰培養実施している。

・近田　雅次　様～今朝血圧166/108mmHg、再検にて血圧124/94mmHg。食事は介助で全量摂取している。スタッフを見ると「こっちに来てください。」等話し掛け多く聞かれている。痙攣発作なし。引き続き、身体症状の観察と安全な療養がおくれるよう援助していく。

＜措置入院患者様＞

・藤井　崇史様～声高さや挨拶行為あり、喫煙中も女性スタッフを探している様子見られている。幻聴についての訴えはない。引き続き、精神症状の観察を行い、他者トラブルに注意していく。

・三浦　久司様～入院形態について不満があり、精神保健センターに週明け連絡をしたいと本人話している。毎回の診察でも措置入院に至った経過については否定しており、「周りには私の行動は衝動行為としてとられるかもしれませんが、僕はそうは思っていません。」等の発言聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行い、衝動行為に注意していく。

・高橋　伸治様～独語あるが、精神症状の悪化なく経過している。引き続き、措置解除に向け援助行っていく。

・吉島　知寿子様～妄想や幻聴についての発言や粗暴行為なく経過している。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

